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②

　

５
月

　

５
月
1010
日
（
火
）
と
５
月

日
（
火
）
と
５
月
1717
日
（
火
）、

日
（
火
）、

伊
佐
市
立
本
城
小
学
校
と
山
野
小
学
校

伊
佐
市
立
本
城
小
学
校
と
山
野
小
学
校

の
児
童
が
、修
学
旅
行
で
来
島
し
ま
し
た
。

の
児
童
が
、修
学
旅
行
で
来
島
し
ま
し
た
。

　

本
城
小
学
校
は
、
６
年
生

　

本
城
小
学
校
は
、
６
年
生
1212
名
の
児

名
の
児

童
が
住
吉
小
学
校
を
訪
れ
、
交
流
を
行

童
が
住
吉
小
学
校
を
訪
れ
、
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
お
互

い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
お
互

い
に
質
問
を
し
、
仲
を
深
め
ま
し
た
。

い
に
質
問
を
し
、
仲
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
時
中
に
伊
佐
市
へ
学
童
疎

　

ま
た
、
戦
時
中
に
伊
佐
市
へ
学
童
疎

開
し
た
羽
島
友
治
さ
ん
の
講
話
を
聞

開
し
た
羽
島
友
治
さ
ん
の
講
話
を
聞

き
、
当
時
の
貧
し
い
生
活
の
様
子
や
、

き
、
当
時
の
貧
し
い
生
活
の
様
子
や
、

学
校
で
の
様
子
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

学
校
で
の
様
子
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
際
に
当
時
の
食
事
量
を
見
た
児

た
。
実
際
に
当
時
の
食
事
量
を
見
た
児

童
は
、
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

童
は
、
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
皆
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
本

　

最
後
に
皆
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
本

城
小
の
児
童
を
見
送
り
ま
し
た
。

城
小
の
児
童
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

４
月

　

４
月
2828
日
（
木
）、
市
役
所
で
榕
城
小

日
（
木
）、
市
役
所
で
榕
城
小

学
校
５
年
生
の
児
童
を
対
象
に
「
西
之

学
校
５
年
生
の
児
童
を
対
象
に
「
西
之

表
市
の
観
光
・
特
産
品
に
つ
い
て
」
の

表
市
の
観
光
・
特
産
品
に
つ
い
て
」
の

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
経
済
観
光
課
の
職
員
が
、
浦
田
海

　

市
経
済
観
光
課
の
職
員
が
、
浦
田
海

水
浴
場
や
鉄
砲
ま
つ
り
、
種
子
ば
さ

水
浴
場
や
鉄
砲
ま
つ
り
、
種
子
ば
さ

み
等
の
特
産
品
や
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

み
等
の
特
産
品
や
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
伊
佐
市
に

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
伊
佐
市
に

つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
に
つ
い
て
学
ん
だ
宇
都

　

姉
妹
都
市
に
つ
い
て
学
ん
だ
宇
都

暖暖だ

ん

だ

ん心心
さ
ん
は
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
姉
妹

さ
ん
は
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
姉
妹

都
市
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

都
市
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

伊
佐
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
こ
と
は
知

伊
佐
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

ら
な
か
っ
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た

▲ 姉妹都市について学ぶ児童

伊
佐
市
立
本
城
小
学
校
と
山
野

小
学
校
児
童
が
来
島
し
ま
し
た

　西之表市と伊佐市（旧大口市、旧菱刈町）は、戦争・　西之表市と伊佐市（旧大口市、旧菱刈町）は、戦争・
学童疎開という苦しい時代を生き抜いた交流をもとに、学童疎開という苦しい時代を生き抜いた交流をもとに、
昭和 37年に姉妹都市盟約を結びました。大口市と菱刈昭和 37年に姉妹都市盟約を結びました。大口市と菱刈
町が合併し、伊佐市が誕生した際も、引き続き平成 21町が合併し、伊佐市が誕生した際も、引き続き平成 21
年に盟約を結び交流を継続しています。戦後 70年を迎年に盟約を結び交流を継続しています。戦後 70年を迎
えた平成 27年には、両市の友情を深め、学童疎開を後えた平成 27年には、両市の友情を深め、学童疎開を後
世に語り継ぐことを目的として、記念誌の発行を行い、世に語り継ぐことを目的として、記念誌の発行を行い、
記念のシンボルマーク（ページ右上）も作成されました。記念のシンボルマーク（ページ右上）も作成されました。

姉
妹
都
市

姉
妹
都
市    

伊
佐
市
と
の
交
流

伊
佐
市
と
の
交
流

　

山
野
小
学
校
は
、
５
・
６
年
生

　

山
野
小
学
校
は
、
５
・
６
年
生
1414
名
の
名
の

児
童
が
下
西
小
学
校
を
訪
れ
、
交
流
を

児
童
が
下
西
小
学
校
を
訪
れ
、
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
考
え
た
レ
ク
リ
エ
ー

　

児
童
た
ち
が
考
え
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
お
互
い
の
学
校
や
観

シ
ョ
ン
を
行
い
、
お
互
い
の
学
校
や
観

光
地
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

光
地
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
西
小
学
校
で
は
、
妹
と
共

　

ま
た
、
下
西
小
学
校
で
は
、
妹
と
共

に
山
野
小
へ
疎
開
し
た
礒
川
次
夫
さ
ん

に
山
野
小
へ
疎
開
し
た
礒
川
次
夫
さ
ん

が
講
話
を
行
い
、
当
時
の
少
な
い
食
事

が
講
話
を
行
い
、
当
時
の
少
な
い
食
事

が
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え

が
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
下
西
小
の
児

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
下
西
小
の
児

童
か
ら
、
山
野
小
の
児
童
へ
手
作
り
の

童
か
ら
、
山
野
小
の
児
童
へ
手
作
り
の

黒
糖
と
手
紙
が
手
渡
さ
れ
、
山
野
小
の

黒
糖
と
手
紙
が
手
渡
さ
れ
、
山
野
小
の

児
童
は
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
受
け
取
り

児
童
は
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
受
け
取
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

▲ 児童の交流の様子

▲ 羽島友治さん▲ 戦時中の食事

～児童の感想～～児童の感想～
・お互いの学校や地域のことを知ること・お互いの学校や地域のことを知ること
ができた。ができた。
・とても楽しく交流できた。・とても楽しく交流できた。
・疎開していた当時の貴重な話を聞き、・疎開していた当時の貴重な話を聞き、
改めて平和の大切さを学んだ。改めて平和の大切さを学んだ。
・これからもこの深い交流を大切にした・これからもこの深い交流を大切にした
いと思った。いと思った。

▲ 手作りの黒糖と手紙をプレゼント

礒川次夫さん ▶

伊佐市との姉妹都市盟約伊佐市との姉妹都市盟約

市政の窓 2022.6 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

　

４
月

　

４
月
2020
日
（
水
）、
浦
田
海
水
浴
場
・

日
（
水
）、
浦
田
海
水
浴
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
上
校
区
の
長
倉
義
秋
区
長
は
、

た
。
国
上
校
区
の
長
倉
義
秋
区
長
は
、

「
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
吹

「
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
吹

き
飛
ば
し
、
従
来
通
り
の
賑
わ
い
を
取

き
飛
ば
し
、
従
来
通
り
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
せ
れ
ば
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

り
戻
せ
れ
ば
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
は
、
国
上
小
学
校
５
、６
年

　

神
事
の
後
は
、
国
上
小
学
校
５
、６
年

生
が
初
泳
ぎ
を
披
露
。
校
長
先
生
の
ホ

生
が
初
泳
ぎ
を
披
露
。
校
長
先
生
の
ホ

ラ
貝
の
合
図
で
児
童
は
海
に
向
か
っ
て

ラ
貝
の
合
図
で
児
童
は
海
に
向
か
っ
て

元
気
よ
く
走
り
出
し
、
肌
寒
さ
に
負
け

元
気
よ
く
走
り
出
し
、
肌
寒
さ
に
負
け

ず
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ず
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

阿
塚
海
響
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
海

　

阿
塚
海
響
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
海

水
が
冷
た
く
て
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
け
れ

水
が
冷
た
く
て
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
け
れ

ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

浦
田
海
水
浴
場
で
海
開
き

浦
田
海
水
浴
場
で
海
開
き

　

４
月

　

４
月
1818
日
（
月
）、安
城
小
学
校
で
「
人

日
（
月
）、安
城
小
学
校
で
「
人

権
の
花
」
運
動
開
会
式
を
開
催
し
ま
し

権
の
花
」
運
動
開
会
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
て
人

　

こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
て
人

権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
育
て
る
こ
と

権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
育
て
る
こ
と

で
、
優
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育

で
、
優
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育

て
、
協
調
性
や
感
謝
の
大
切
さ
を
身
に

て
、
協
調
性
や
感
謝
の
大
切
さ
を
身
に

つ
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て

つ
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
市
と
鹿
児
島
地

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
市
と
鹿
児
島
地

方
法
務
局
の
人
権
擁
護
委
員
等
が
運
動

方
法
務
局
の
人
権
擁
護
委
員
等
が
運
動

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
榎
元

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
榎
元
優優ゆ

う
ろ

ゆ
う
ろ鷺鷺

ささ

ん
（
５
年
）
は
、「
ひ
ま
わ
り
を
育
て
な

ん
（
５
年
）
は
、「
ひ
ま
わ
り
を
育
て
な

が
ら
、
人
権
を
大
切
に
す
る
学
校
を
目

が
ら
、
人
権
を
大
切
に
す
る
学
校
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式
（
安
城
小
）

「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式
（
安
城
小
）

　

４
月

　

４
月
2525
日
（
月
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

日
（
月
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
で
、
令
和
４
年
度
母
子
保
健

す
こ
や
か
で
、
令
和
４
年
度
母
子
保
健

推
進
員
会
総
会
を
開
催
し
、

推
進
員
会
総
会
を
開
催
し
、
1818
名
に
委

名
に
委

嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
妊
娠
や
子
育

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
妊
娠
や
子
育

て
を
し
て
い
る
親
子
の
身
近
な
相
談
者

て
を
し
て
い
る
親
子
の
身
近
な
相
談
者

と
な
り
、
住
民
と
行
政
を
繋
ぐ
パ
イ
プ

と
な
り
、
住
民
と
行
政
を
繋
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
や
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
な
こ

　

妊
娠
や
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
な
こ

と
や
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
母

と
や
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
母

子
保
健
推
進
員
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

子
保
健
推
進
員
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
う
。

妊
娠
・
子
育
て
の
悩
み
は
母
子
保

健
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

５
月
９
日
（
月
）、
古
田
校
区
の
山

　

５
月
９
日
（
月
）、
古
田
校
区
の
山

林
で
、
ニ
ガ
ダ
ケ
の
入
山
式
が
行
わ
れ
、

林
で
、
ニ
ガ
ダ
ケ
の
入
山
式
が
行
わ
れ
、

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ガ
ダ
ケ
は
、
天
ぷ
ら
や
み
そ
汁
、

　

ニ
ガ
ダ
ケ
は
、
天
ぷ
ら
や
み
そ
汁
、

肉
巻
き
な
ど
様
々
な
食
べ
方
が
楽
し

肉
巻
き
な
ど
様
々
な
食
べ
方
が
楽
し

め
、
種
子
島
の
特
産
品
と
し
て
ふ
る
さ

め
、
種
子
島
の
特
産
品
と
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
す
。

　

窪
田
良
二
区
長
は
、「
今
年
の
ニ
ガ
ダ

　

窪
田
良
二
区
長
は
、「
今
年
の
ニ
ガ
ダ

ケ
は
少
し
大
き
い
。
収
穫
す
る
主
力
は

ケ
は
少
し
大
き
い
。
収
穫
す
る
主
力
は

高
齢
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
若

高
齢
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
若

い
世
代
に
も
繋
ぎ
、
古
田
の
特
産
品
と

い
世
代
に
も
繋
ぎ
、
古
田
の
特
産
品
と

し
て
受
け
継
い
で
い
け
れ
ば
」
と
話
し

し
て
受
け
継
い
で
い
け
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ニ
ガ
ダ
ケ
の
収
穫
始
ま
る（
古
田
）

ニ
ガ
ダ
ケ
の
収
穫
始
ま
る（
古
田
）

市政の窓2022.6 月号



④

梅
雨
・
台
風
の
季
節
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

梅
雨
・
台
風
の
季
節
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
ふ
ま
え
た

ふ
ま
え
た

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
梅
雨
・
台
風
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
災
害
へ
の
対
策
と
、
避
難
場
所
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
対
策

の
た
め
、
十
分
な
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
》

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
の
危
険

箇
所
で
な
い
か
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
家
族
で
話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
防
災
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
が
過
密
状
態
に
な
り
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
事
前
に
親
戚
や
友
人
の
家
な
ど
へ

の
避
難
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
、

手
洗
い
・
う
が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
心
が

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
自
宅
や
勤
務
先
の
確
認
》

自
宅
や
勤
務
先
で
、
建
物
や
周
辺
に
危
険

な
場
所
が
な
い
か
確
認
し
、
早
め
に
修
理
や

補
強
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

災
害
に
備
え
て
土
の
う
な
ど
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

《
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
》

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り
が
あ
る

と
、
少
し
の
水
で
も
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
こ
ま
め
な
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
非
常
用
持
出
品
・
衛
生
用
品
の
準
備
》

電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど
の
非
常
用
持

出
品
お
よ
び
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
用
品
の
準

備
と
、
非
常
時
の
連
絡
手
段
に
な
る
携
帯
電

話
の
充
電
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
停
電
対
策
》

落
雷
や
断
線
に
よ
り
、
停
電
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
灯
・
ラ
ジ
オ
な
ど

に
使
う
乾
電
池
や
調
理
用
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
、
非
常
食
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

《
避
難
の
際
は
要
配
慮
者
を
支
え
て
》

避
難
指
示
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
火

の
始
末
と
戸
締
り
を
し
、
落
ち
着
い
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
病
人
や
乳
幼
児
、
高
齢

者
な
ど
が
い
る
場
合
に
は
、
自
主
的
に
早
め

の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
行
動
》

避
難
の
際
は
、
な
る
べ
く
運
動
靴
や
丈
夫

な
服
装
を
着
用
し
、
切
れ
た
電
線
や
側
溝
な

ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
》

屋
外
の
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
や
、
屋
内
の
防

災
ラ
ジ
オ
に
て
、
警
報
発
令
な
ど
の
気
象
情

報
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。
防
災
上
重
要

な
放
送
の
場
合
、「
緊
急
放
送
」
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
停
電
に
備
え
、
防
災
ラ
ジ

オ
の
予
備
電
池
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
保
険
へ
の
加
入
》

保
険
に
加
入
し
、
災
害
に
よ
る
被
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

【避難に関する情報について】
警戒レベル 住民に求める行動 避難情報等 行動判断基準の情報

レベル 5 既に災害が発生している状況か、切迫している状況です。命の危険！直ちに安全確保！ 緊急安全確保 大雨特別警報など

レベル 4 危険な場所から全員避難！（立ち退き避難か屋内安全確保をする） 避難指示 土砂災害警戒情報など

レベル 3 避難に時間を要する方とその支援者は危険な場所から避難をしましょう。その他の方は避難の準備を！
高齢者等避難
（自主避難） 大雨警報・洪水警報など

レベル 2 避難に備え、避難場所や経路などを確認し、自らの避難行動を確認しましょう。 避難行動を確認 大雨注意報・洪水注意報など
レベル 1 最新の気象情報に注意し、災害に備えましょう。 災害への心構え情報に注意する

シリーズシリーズ ～誰ひとり取り残さない防災を目指して～
■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 206

【第 2回】 防防 災災

【市内緊急避難場所】
避難場所

①市民会館（榕城中目） ⑥下西校区公民館（川迎） ⑪安城下之町公民館（安城下之町）
②市民体育館（鴨女町） ⑦国上中央公民館（国上中目） ⑫立山公民館（立山）
③老人福祉センター（松畠） ⑧伊関本村公民館（伊関） ⑬古田中央公民館（村之町）
④保健センターすこやか（榕城中目）⑨安納小学校（大平） ⑭生姜山公民館（生姜山）
⑤上西区長事務所（大花里） ⑩現和区長事務所（現和下之町）⑮住吉中央公民館（住吉中之町）
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▲ 特設サイト

消費税のインボイス制度消費税のインボイス制度 登録申請受付中！登録申請受付中！
事業者の方へ事業者の方へ

令令和5年 10月 1日からインボイス制度が始まります。和 5年 10月 1日からインボイス制度が始まります。
インボイスを交付する事業者となるには事前に登録申請が必要です。インボイスを交付する事業者となるには事前に登録申請が必要です。

登録申請手続きは、登録申請手続きは、e‐Ｔａｘe‐Ｔａｘをご利用ください！をご利用ください！
☑☑「e‐Tax ソフト（WEB版）」、「e‐Tax ソフト（SP 版）」をご利用いただくと「e‐Tax ソフト（WEB版）」、「e‐Tax ソフト（SP 版）」をご利用いただくと
質問に回答していくことで申請が可能です。質問に回答していくことで申請が可能です。

☑☑e‐Tax で申請した場合、電子データで登録通知の受領が可能です。e‐Tax で申請した場合、電子データで登録通知の受領が可能です。

※個人事業者の方は、スマートフォンからでも※個人事業者の方は、スマートフォンからでも e‐Tax で申請できます。e‐Tax で申請できます。
e‐Tax のご利用には、事前にマイナンバーカードの取得が必要です。e‐Tax のご利用には、事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

全国どこから誰でも参加可能全国どこから誰でも参加可能
オンライン説明会を開催オンライン説明会を開催

インボイス制度の基本的な事項や留意すべインボイス制度の基本的な事項や留意すべ
き点などを解説します。また、チャット機き点などを解説します。また、チャット機
能を利用した質疑応答も行っています。能を利用した質疑応答も行っています。

※インボイス制度に関する一般的なご相談は、軽減・インボイスコールセンターで受け付けています。※インボイス制度に関する一般的なご相談は、軽減・インボイスコールセンターで受け付けています。
【専用ダイヤル】0120‐205‐553（無料）【専用ダイヤル】0120‐205‐553（無料）
【受付時間】9時～ 17時（土日祝日除く）【受付時間】9時～ 17時（土日祝日除く）
※インボイス制度についての詳細は、国税庁ホームページの「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。※インボイス制度についての詳細は、国税庁ホームページの「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。

■問い合わせ先■問い合わせ先
　種子島税務署　種子島税務署
　☎ 22‐0440※自動音声案内に従い、「2」を選択　☎ 22‐0440※自動音声案内に従い、「2」を選択

◀
▲ 説明会サイト

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している皆さまへ
特定健診を受けると1万円分の商品券が抽選で当たります !

■問い合わせ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 308）

抽選＆発表〈3月〉

職場健診を受
ける
〈4月～1月末〉受診

〈5月または 7月〉
〈未受診者健診は11月〉

受診
〈6月～1月末〉

健診結果を報告会で
受け取る。報告会に
参加できない方は個
別指導を受ける。
〈7月または 9月〉
〈未受診者健診受診の
方は 12月〉

健診結果を受診医療
機関で受け取る。
〈順次〉

健診結果を健
康保険課へ提
出して保健指
導を受ける。
〈5月～2月末〉

人間ドック補
助金の申請手
続き後、受診
〈4月～1月末〉
※補助金申請は、
健康保険課でで
きます。

主治医に特定健
診項目の情報を
市役所に提供す
るよう依頼する
か、集団健診・
個別健診・人間
ドックのいずれ
かを受診する。
〈4月～ 2月末〉
※健診項目に不備が
あった場合は、対象
外となります。

集団健診（すこやか）
を受ける方

個別健診（市内医療機関）
を受ける方

人間ドックを
受ける方

職場健診を
受ける方

定期通院中の方
（40歳～74歳の方）

受診券（ハガキ）が届く〈5月中旬頃〉

健診結果を健
康保険課へ提
出して保健指
導を受ける。
〈6月～2月末〉

令和 4年度の当選者数は、国保 5名、後期 6名です。
受診率が上がると、今後の当選者数が増えます。

⑤ 市政の窓2022.6 月号



⑥

種子島地区基幹相談支援センター種子島地区基幹相談支援センターを設置しましたを設置しました

　

種
子
島
島
内
１
市
２
町
が
、
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
に

種
子
島
島
内
１
市
２
町
が
、
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
に

委
託
し
、
中
種
子
町
に
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

委
託
し
、
中
種
子
町
に
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
を
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
7777
条
の
２

条
の
２

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
主
に
地
域
の
相
談
支
援

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
主
に
地
域
の
相
談
支
援

事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
島
内
の
関
係
機
関
と

事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
島
内
の
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
方
の
暮
ら
し
を
支
援
し

協
力
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
方
の
暮
ら
し
を
支
援
し

ま
す
。

ま
す
。

《
主
な
役
割
》

《
主
な
役
割
》

　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
福

　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
役
割
が
２
つ
あ

が
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
役
割
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

①
相
談
か
ら
支
援
へ
の
橋
渡
し

①
相
談
か
ら
支
援
へ
の
橋
渡
し

　

障
害
の
種
別
や
年
齢
、
手
帳
の
有
無
を
問
わ
ず
、
困

　

障
害
の
種
別
や
年
齢
、
手
帳
の
有
無
を
問
わ
ず
、
困

り
ご
と
を
伺
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

り
ご
と
を
伺
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

支
援
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

支
援
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

②
障
害
者
の
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止

②
障
害
者
の
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止

　

障
害
者
に
関
す
る
権
利
擁
護
（
成
年
後
見
制
度
）
や

　

障
害
者
に
関
す
る
権
利
擁
護
（
成
年
後
見
制
度
）
や

虐
待
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。（
※
虐
待
通
報

虐
待
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。（
※
虐
待
通
報

窓
口
は
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
な
り
ま
す
）

窓
口
は
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
な
り
ま
す
）

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
内
）

　
（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
内
）

　

☎
２
８
‐
３
６
３
３

　

☎
２
８
‐
３
６
３
３

　

tane
tane

‐‐kikan@
gyoseikai.or.jp

kikan@
gyoseikai.or.jp

このような事にもこのような事にも
取り組んでいきます！取り組んでいきます！

　保健センターすこやかで定期的
に行われている健診などで、子ど
もたちの発達に関する相談や利用
できるサービスの紹介などを行い
ます。

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

職
員
の
ご
あ
い
さ
つ
‐
荒
木
潮
彦
‐

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、
種
子
島
地
区
の

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
と
な
り
ま
し
た
、
言
語

聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
の
荒
木
潮
彦
と
申
し
ま
す

　

種
子
島
に
来
て
14
年
目
に
な
り
ま
す
。
来
島
し
て
か

ら
の
10
年
間
は
、
現
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
勤
務
し
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
の
問
題
に
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。

　

直
近
の
３
年
間
は
主
に
児
童
福
祉
施
設
の
訪
問
支
援

員
と
し
て
、
島
内
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
多
様
な

方
々
の
支
援
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
島
民
の
皆
様
や
現
場
の
支
援
者
、
先
生
方
や
保
護

者
の
皆
様
方
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
実
に
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

心
配
や
不
安
、
疑
問
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
結

構
で
す
。
ご
家
族
以
外
の
方
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け

で
き
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
に
せ
ず
、
ぜ
ひ

遠
慮
な
く
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
皆
様
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年

　

毎
年
55
月月
1212
日
は
、
民
生
委
員
・

日
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す
。
本
市
の
民
生

児
童
委
員
の
日
で
す
。
本
市
の
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
全
国

委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
全
国

一
斉
の
組
織
的
な
活
動
の
一
環
と
し

一
斉
の
組
織
的
な
活
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
３
か
所
の
施
設
利
用
者
に

て
、
市
内
３
か
所
の
施
設
利
用
者
に

対
し
、
生
活
用
品
の
支
援
を
行
い
ま

対
し
、
生
活
用
品
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

上
籠
明
美
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

　

上
籠
明
美
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

利
用
者
の
方
々
と
の
交
流
活
動
が
制

利
用
者
の
方
々
と
の
交
流
活
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
。
落
ち
着
い
た
ら
、

限
さ
れ
て
い
る
。
落
ち
着
い
た
ら
、

再
び
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
活
動
を

再
び
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

民
生
委
員

民
生
委
員
・・
児
童
委
員
の
日

児
童
委
員
の
日
P
R
P
R
活
動
活
動

わらび苑訪問の様子

～障害のある方の暮らしを様々な方法で支援します～～障害のある方の暮らしを様々な方法で支援します～

センター職員の荒木 潮彦さん（右）
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【作り方】
① 豚肉に塩・こしょうをふっておく。
② にんじんは塩ゆでして拍子切りにしておく。
③ ニガダケは先端の部分を肉の幅に合わせて切り、二つ割りにして塩・こしょうをふっておく。
④ ①の豚肉の上に青じそをおき、にんじんとニガダケを芯にしてくるくる巻く。
⑤ 小麦粉、とき卵、パン粉を順につけて油で揚げる。
⑥ ⑤を斜め切りにし、季節の野菜を付合せて盛る。
※ニガダケが細いときは、切らずに 2本使って巻いても良い。

【材料】（4人分）
うす切り豚肉…200g
ニガダケ………100g（4～ 6本）
にんじん………1/2 本
青じそ…………4～ 6枚
卵………………1/2 個

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 181 弾第 181 弾
★シャキシャキ食感

ニガダケのロールカツニガダケのロールカツ小麦粉…………大さじ 1～ 2
パン粉…………大さじ 3
塩・こしょう…少々
油………………適量

市
長
独
言
№ 62
…
不
撓
不
屈
の
薩
摩
義
士

　

鹿
児
島
県
と
岐
阜
県
の
姉
妹
県
盟
約
50
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
た
め
４
月
、
同

県
関
ヶ
原
町
を
訪
ね
ま
し
た
。
薩
摩
藩
に
よ
る
木
曽
三
川
（
木
曽
川
、長
良
川
、揖
斐
川
）

の
河
川
改
修
を
縁
に
し
た
友
好
親
善
で
す
。
式
典
に
は
知
事
ほ
か
鹿
児
島
、霧
島
、日
置
、

西
之
表
各
市
の
市
長
ら
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
派
遣
藩
士
千
人
の
総
奉
行
を
務
め
た
薩
摩
藩
の
家
老
平
田
靱ゆ
き
え負

（
１
７
０
４
〜
５
５
）
に
は
種
子
島
家
の
18
代
島
主
久
時
の
娘
が
嫁
い
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
戦
国
時
代
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
鉄
砲
鍛
冶
八
板
金
兵

衛
は
岐
阜
県
関
市
出
身
で
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
３
（
１
７
５
３
）
年
12
月
、
幕

府
か
ら
御お
て
つ
だ
い
ぶ
し
ん

手
伝
普
請
が
下
命
さ
れ
ま
す
。
藩
費
数
十
万
両

を
要
す
る
難
題
に
、
藩
内
で
は
拒
否
の
上
、
島
津
77
万
石

と
徳
川
８
０
０
万
石
と
の
交
戦
論
も
出
る
中
、
苦
渋
の
受

諾
を
決
定
。
工
費
捻
出
に
伴
う
国
元
で
の
重
税
、
節
倹
、

窮
乏
は
戦
時
さ
な
が
ら
の
苦
難
で
し
た
。

　

種
子
島
家
譜
に
よ
れ
ば
、
藩
主
重
年
が
「
尾
・
濃
・
勢

三
国
の
大
河
」
改
修
の
台
命
を
受
け
た
た
め
、
種
子
島
家

も
「
今
年
よ
り
高
三
百
石
の
租
税
を
献
ず
」
と
記
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
余
に
及
ぶ
難
工
事
の
重
労
働
や
疫
病
の
中
で
、
藩

士
の
犠
牲
者
は
80
人
以
上
と
い
わ
れ
ま
す
。
完
工
か
ら
約

２
７
０
年
。
薩
摩
義
士
に
感
謝
す
る
供
養
行
事
が
今
も
続
き
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
地
元
小
学
生
が
狂
言
「
失
せ
う
ろ
こ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
木
曽
三
川

に
す
む
龍
の
子
が
、
暴
れ
散
ら
か
し
た
う
ろ
こ
を
探
す
旅
で
松
の
精
や
ア
ユ
な
ど
の
魚

た
ち
と
出
会
う
話
で
す
。
殉
職
者
を
悼
む
藩
士
ら
が
植
樹
し
た
千
本
松
原
に
近
い
治
水

神
社
（
海
津
市
）
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
歴
史
と
自
然
が
織
り
な
す
伝
統
文
化

の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
の
城
山
の
麓
、
平
田
靱
負
の
屋
敷
跡
は
公
園
と
な
り
、
靱
負
の
銅
像
が
不

撓
不
屈
の
面
立
ち
で
立
っ
て
い
ま
す
。

子ども狂言「失せうろこ」の熱演
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市市
の
取
組
み

の
取
組
み

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

谷谷 

ハ
ル
子
さ
ん
１
０
０
歳

ハ
ル
子
さ
ん
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

４
月

　

４
月
2424
日
（
日
）、谷
ハ
ル
子
さ
ん
（
岳

日
（
日
）、谷
ハ
ル
子
さ
ん
（
岳

之
田
）
が
、
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を

之
田
）
が
、
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。

迎
え
ま
し
た
。

　

谷
さ
ん
は
、
昭
和

　

谷
さ
ん
は
、
昭
和
2020
年
に
京
都
か
ら

年
に
京
都
か
ら

疎
開
先
を
求
め
て
種
子
島
へ
や
っ
て
来

疎
開
先
を
求
め
て
種
子
島
へ
や
っ
て
来

ま
し
た
。
結
婚
後
６
人
の
子
ど
も
に
恵

ま
し
た
。
結
婚
後
６
人
の
子
ど
も
に
恵

ま
れ
、
農
業
の
か
た
わ
ら
酪
農
組
合
で

ま
れ
、
農
業
の
か
た
わ
ら
酪
農
組
合
で

7070
歳
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

歳
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

　

現
在
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

訪
問
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
か

訪
問
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
か

ら
お
祝
い
の
花
束
等
を
贈
り
ま
し
た
。

ら
お
祝
い
の
花
束
等
を
贈
り
ま
し
た
。

お
祝
い
に
訪
れ
た
ご
家
族
は
、
元
気
に

お
祝
い
に
訪
れ
た
ご
家
族
は
、
元
気
に

１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大

１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

永
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

４
月

　

４
月
2222
日
（
金
）、
市
民
会
館
で
「
令

日
（
金
）、
市
民
会
館
で
「
令

和
４
年
度
行
政
連
絡
員
総
会
」
を
開
催

和
４
年
度
行
政
連
絡
員
総
会
」
を
開
催

し
、
委
嘱
状
交
付
と
永
年
勤
続
表
彰
の

し
、
委
嘱
状
交
付
と
永
年
勤
続
表
彰
の

後
、
職
務
や
市
役
所
各
課
か
ら
の
業
務

後
、
職
務
や
市
役
所
各
課
か
ら
の
業
務

説
明
、
連
絡
事
項
及
び
各
種
補
助
金
制

説
明
、
連
絡
事
項
及
び
各
種
補
助
金
制

度
に
つ
い
て
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

度
に
つ
い
て
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
区
行
政
連
絡
員
及
び
行
政
連
絡
員

　

校
区
行
政
連
絡
員
及
び
行
政
連
絡
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
と
行
政
を
繋
ぐ

の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
と
行
政
を
繋
ぐ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
市

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
市

政
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

政
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、

　

な
お
、
1010
年
以
上
の
勤
続
と
な
る
永

年
以
上
の
勤
続
と
な
る
永

年
勤
続
表
彰
で
は
、
春
山
和
敏
自
治
会

年
勤
続
表
彰
で
は
、
春
山
和
敏
自
治
会

長（
奥
）と
、村
山
千
代
子
自
治
会
長（
万

長（
奥
）と
、村
山
千
代
子
自
治
会
長（
万

波
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

波
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
連
絡
員
総
会
を
開
催

行
政
連
絡
員
総
会
を
開
催

春山自治会長（左）、村山自治会長（右）

　

５
月

　

５
月
８８
日
（
日
）、
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど

日
（
日
）、
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど

と
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
生
涯
ス
ポ
ー

と
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

ツ
大
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
屋
外
競
技
の
ソ
フ

防
止
の
観
点
か
ら
、
屋
外
競
技
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
２

ト
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
２

種
目
の
み
を
実
施
。

種
目
の
み
を
実
施
。
2020
代
か
ら

代
か
ら
6060
代
ま
代
ま

で
の
参
加
者
は
、
世
代
の
壁
を
越
え
て

で
の
参
加
者
は
、
世
代
の
壁
を
越
え
て

ス
ポ
ー
ツ
を
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

　

４
月

　

４
月
2626
日
（
火
）、
市
民
会
館
で
、
市

日
（
火
）、
市
民
会
館
で
、
市

地
域
公
共
交
通
「
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
」

地
域
公
共
交
通
「
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
」

の
車
両
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。

の
車
両
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
寶
株
式
会
社
と
テ
ロ

　

こ
れ
は
、
永
寶
株
式
会
社
と
テ
ロ

ワ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・

ワ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
、

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
、

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
寄
贈
し

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
寄
贈
し

た
も
の
で
、
最
も
利
用
者
が
多
い
立
山

た
も
の
で
、
最
も
利
用
者
が
多
い
立
山

線
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ

線
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ

パ
ン
の
二
瓶
徹
社
長
は
、「
地
域
の
多
く

パ
ン
の
二
瓶
徹
社
長
は
、「
地
域
の
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変

嬉
し
く
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

嬉
し
く
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

二瓶社長と寄贈されたどんがタクシー
「
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
」
車
両
寄
贈
式

「
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
」
車
両
寄
贈
式

ソフトボール会場の様子
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※班数・世帯数は 5月 18日現在

校区行政連絡員
校区 氏 名 電　話 班数 世帯数 校区 氏 名 電　話 班数 世帯数
榕城 小倉　隆久 090-3197-4312 373 3,800 現和 上妻　健一郎 090-2513-7321 70 596
上西 塩﨑　義政 090-3015-5962 25 246 安城 入鹿山　君徳 090-7473-2843 20 151
下西 野間　一郎 090-9078-0110 89 991 立山 梶原　敏夫 090-2583-0968 10 46
国上 長倉　義秋 090-8395-9886 55 490 中割 奈尾　正友 090-5920-7662 5 57
伊関 鎌倉　隆幸 080-2771-0559 23 201 古田 窪田　良二 090-4996-7636 25 179
安納 日髙　仙三 090-3071-9650 25 220 住吉 押川　優幸 080-6400-0862 58 410

令和 4年度校区行政連絡員・行政連絡員名簿

行政連絡員
校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数 校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数

榕城
（26）

西 町 濱田　雅昭 090-4512-1116 14 172
伊関
（4）

柳 原 前野　　清 080-6437-3899 5 45
東 町 内田　節生 090-8664-9298 17 133 浜 脇 古田　隆行 070-2373-0721 5 43
洲之崎 中島　明信 090-9596-3127 12 145 伊 関 榎本　澄德 090-6779-3235 4 23
池 田 錨　　幸雄 090-4991-0660 5 46 沖ケ浜田 持田　光広 090-7394-7853 9 90
天神町 𠮷永　直光 22-1006 4 73

安納
（4）

軍 場 榎本　文男 090-1511-4199 7 65
田屋敷 羽生　純二 090-9497-6452 3 33 大 平 日髙　実次 080-3985-2720 5 55
鴨女町 今鞍　隆志 090-3602-1087 23 320 峯 鎌田　忠靖 090-7444-2347 6 45
野 首 中村　章二 090-1870-0480 34 285 下 郷 中園　正明 090-1084-3408 7 55
松 畠 小山田　米也 090-5477-6646 65 600

現和
（9）

庄司浦 山下　　勉 090-1513-9395 12 110
中 西 中目　一郎 090-7399-3768 10 160 田之脇 田頭　惠次 090-7291-9107 6 60
中 目 山内　光典 090-7922-5150 26 395 浅 川 長田　一夫 090-7388-4894 12 70
小 牧 木原　博文 090-7982-0581 15 160 上之町 松原　達也 090-9070-7843 6 59
納 曽 長野　次男 090-8919-4200 10 114 下之町 榎本　久光 090-4583-3895 7 55
中 野 河 野 　眞 佐 子 22-0689 6 85 武 部 木原　幸一 080-7803-4797 11 101
城 松島　俊和 080-1701-8256 10 103 西 俣 園田　伸二 090-4513-6714 7 75

小牧野 鮫島　忠雄 090-3463-4243 5 55 川 氏 中道　健一 090-2716-9510 5 31
竹 鶴 迫田　伸一 090-7293-0603 1 10 近 政 牧元　保志 090-9497-2122 4 35
今年川 山下　貴文 090-9657-5513 30 30

安城
（6）

平 山 川畑　節男 090-8765-9165 4 29
桃 園 江口　洋文 090-8407-0277 5 33 平 園 入鹿山　君徳 090-7473-2843 1 4
岳之田 西 門 　  浩 080-5273-5764 6 48 上之町 榎元　勝志 080-1770-2943 3 31
平 田 坂元　康人 23-1858 3 20 下之町 鮫 島 　  豊 090-5737-9352 6 45
牧之峯 山下　　修 090-4983-4520 5 18 川 脇 川原　敏文 090-8763-6700 1 7
本 立 尾﨑　清行 090-3010-8310 5 60 大 野 山口　　敏 080-5218-8942 5 35
上之原町 串間　静夫 23-1353 17 287

立山
（5）

芦 野 青山　洋信 080-5272-2893 2 9
美浜町 西　　統一 090-5025-1464 30 325 御 牧 中村　和弘 090-1973-1145 2 8
朝日が丘 岩元　　誠 090-4770-2225 12 90 立 山 武田　芳秀 23-7032 3 14

上西
（6）

池之久保 樗木　勝行 080-8359-6224 4 55 野 木 西中　すずよ 090-8352-5798 2 10
枦之峯 長野　　勉 090-7981-6808 2 20 植 松 馬場　たづ子 080-6416-2548 1 5横 山 村山　敏郎 090-4778-4334 6 63
大花里 宮薗　正人 23-4580 （職場） 4 30

中割
（4）

千段峯 横山　武志 090-4725-5279 1 3
花里崎 長野　正育 090-6263-6790 4 30 生姜山 田仲　レイ子 080-8370-6538 1 19
大 崎 平原　弘己 090-5287-4924 5 48 十六番 岩屋　雄二 090-8863-8532 2 25

下西
（7）

川 迎 鮫島　友次郎 090-6293-9263 18 240 万 波 村山　千代子 090-4997-8865 1 10
池 野 上妻　敏男 090-8414-0221 16 210

古田
（7）

十三番 大里　正信 090-1340-1583 2 11
塰 泊 坂口　和朗 090-9579-7980 20 215 二本松 山下　かおり 080-6422-4384 5 18
上石寺 山田　陽一 090-4343-6876 16 170 村之町 岩本　延男 090-5922-3215 6 42
下石寺 北畠　　徹 090-7869-4336 8 55 中之町 栗﨑　勝喜 090-7472-3840 5 47
鞍 勇 橋口　政志 090-1086-0121 4 45 上之町 江口　　宏 090-7922-6317 4 30
若 宮 上妻　八郎 090-7727-3116 7 56 番屋峯 中村　良二 090-4588-8691 2 25

国上
（9）

桜 園 長倉　義美 090-7391-7598 7 59 平 松 松浦　久美子 090-1679-8994 1 6
白 石 森　　俊幸 080-2752-8452 2 12

住吉
（8）

深 川 瀬川　実明 090-2392-6750 9 63
野木平 平野　正樹 090-9477-9028 8 77 里之町 羽嶋　友寿 090-7472-1743 6 37
中 目 荒牧　実美 090-7475-8834 10 110 中之町 實　　成人 090-4354-7394 5 50
奥 春山　和敏 090-2583-7420 3 16 浜之町 奥村　保義 090-8417-0835 7 65

久保田 中村　定実 090-9564-6058 4 30 形之山 遠藤　芳和 090-2399-1770 4 29
浦 田 岩松　洋人 090-8411-8746 5 46 上能野 浦添　良也 080-3972-7940 12 78
湊 萩原　実秋 090-8402-4647 6 75 下能野 牧元　和治 090-7389-6772 7 40

寺之門 新原　洋行 080-2786-2152 10 65 能野里 山本　誠治 080-2780-1113 8 48
合　　　　　計 778 7,387

⑨ 市政の窓2022.6 月号



⑩

■問い合わせ先
　鹿児島労働局　労働保険徴収室
　☎ 099‐223‐8276

令和４年度（2022 年度）の労働保険
年度更新手続きについて

　６月１日（水）から７月 11日（月）までは、労
働保険の年度更新の申告及び保険料納付期間です。
　鹿児島労働局から送付される申告書及び納付書
で期間内の申告・納付を行ってください。
　ｅ‐Ｇoｖから、電子申請による申告も可能です。

　種苗法の改正により、登録品種（※１）の自家
増殖（※２）は、令和４年４月１日から育成者権
者（その品種の開発者）の許諾が必要となります。
なお、一般品種（在来種や品種登録期間が切れた
品種）は、これまで通り自家増殖が可能です。
（※ 1）主要品種を抜粋し掲載。詳細は各育成機関の
ホームページをご確認ください。

種苗法改正に伴う登録品種の自家増殖の
許諾の取扱いについて

■問い合わせ先
市役所農林水産課　☎ 22‐1111内線 247/265
　県農政部経営技術課　☎ 099‐286‐3155

あなたも子育てネットワークに参加しませんか？
ファミリー・サポート・センター会員募集

　「西之表市ファミリー・サポート・センター」は、
子育ての「手助けをしてほしい方（おねがい会員）」
と「お手伝いをしたい方（まかせて会員）」が会員
となり、お互いに助け合う相互援助の組織です。
会員になるためには、登録が必要です。
【募集会員】
①おねがい会員…市内在住で生後３か月～小学６
年生までの子どもの保護者。
②まかせて会員…市内在住で心身ともに健康で子
育て支援（預かり）に意欲がある 20歳以上の方。
③両方会員…市内在住で「おねがい会員」「まかせ
て会員」どちらにも登録できる方。
【援助が必要になったら】
　市子育て支援センター、福祉事務所子育て支援
係へご連絡ください。（例 「冠婚葬祭や学校行事で
子どもを預かってほしい」、「病院受診の時間に預
かってほしい」、「母親がリフレッシュしたい」など）
【報酬基準】

※援助活動の時間終了後、活動時間に応じた料金
を「おねがい会員」から「まかせて会員」へ支払
います。なお、「まかせて会員」へは、上記と別途
で市助成金（165円 /30 分）が支払われます。
※子どもを預かる場所は、原則「まかせて会員」
の自宅となりますが、子育て支援センターでもお
預かりできます。（要相談）
　その他、詳細については、お問い合わせください。

■問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係
　☎ 22‐1111内線 322・328
　市子育て支援センター
　☎ 23‐0017

時間区分 基準額
（子ども1人/30分当たり）

月曜日～金曜日
７時～ 19時 250円

上記以外の時間 300円

土・日・祝日
年末年始（12/29 ～
1/3）※ 1/1 は除く

300円

品目 登録品種
（品種により許諾必要）

一般品種
（許諾不要）

さつまいも べにはるか、
ダイチノユメ等 安納紅、安納こがね等

ばれいしょ ピルカ、
オホーツクチップ等

ニシユタカ、
メークイン等

イチゴ 恋みのり、紅ほっぺ等 さがほのか、
とよのか等

その他カンキツ せとか、璃の香等 大田ポンカン、
スイートスプリング等

【育成者権者（開発者）ごとの具体的な取扱い】

国（農研機構）育成品種の場合
１ 稲、さとうきび、花き、牧草等
⇒許諾手続き不要

２ 果樹
⇒許諾手続き必要（許諾料：有償）

３ さつまいも、いちご、ばれい
しょ、茶
⇒許諾手続き必要（許諾料：無償）

※手続きはインターネット（農
研機構HP）で申請

鹿児島県育成品種の場合
すべての登録品種
⇒許諾手続き不要
民間や他県等の育成品種
の場合
⇒各育成機関にお問い合
わせください。
共通遵守事項
手続きの有無に関わらず、
種苗を第三者に譲渡（有
償・無償とも）しないこと、
海外に持ち出さないこと
等の条件を遵守する必要
があります。

（※ 2）種苗から得た収穫物の一部を、自己の農業経
営においてさらに種苗として利用する行為。

市政の窓 2022.6 月号
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市
で
は
、
永
代
使
用
権
の
公
募
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
次
の

内
容
を
ご
確
認
の
上
で
抽
選
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

※
永
代
使
用
権
と
は
、
土
地
所
有
者
（
西
之
表
市
）
と
の
契
約
に
よ
り
墓
地
と
し

て
代
々
使
用
で
き
る
権
利
で
す
。

【
公
募
抽
選
区
画
】
全
13
区
画

【
永
代
使
用
権
料
】
６
万
９
０
０
０
円

【
抽
選
会
の
日
時
】
７
月
１
日
（
金
）
受
付
時
間
10
時
〜
10
時
30
分
《
時
間
厳
守
》

※
10
時
30
分
を
過
ぎ
る
と
会
場
に
入
室
で
き
ず
、
抽
選
会
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

余
裕
を
も
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】
市
役
所
２
階
入
札
室

【
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
認
印
可
）
②
委
任
状
（
抽
選
会
に
代
理
人
が
参
加
す
る
場
合
の
み
必
要
）

※
持
参
が
な
い
場
合
は
、
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

◆
抽
選
会
場
で
、
抽
選
結
果
順
位
の
上
位
順
に
使
用
区
画
を
指
定
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
事
前
に
現
地
の
下
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
西
之
表
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
」、「
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
」、

「
中
央
墓
園
墓
地
・
大
野
崎
墓
地
内
に
永
代
使
用
権
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」、

「
当
選
し
た
場
合
は
使
用
許
可
日
か
ら
５
年
以
内
に
納
骨
堂
等
を
建
立
す
る
こ
と
」

を
許
可
条
件
と
し
ま
す
の
で
、
当
日
、
誓
約
書
に
署
名
押
印
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
当
選
後
、
本
市
の
住
民
票
及
び
市
税
完
納
証
明
書
（
ど
ち
ら
も
市
民
生
活
課
発

行
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
抽
選
会
当
日
、
申
込
者
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
委
任
状
（
様
式
任
意
）
の
提
出

に
よ
り
代
理
人
の
参
加
を
認
め
ま
す
。
委
任
状
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
課
に
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
事
前
に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
永
代
使
用
権
料
は
、
７
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
納
付
書
で
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

永代使用権公募区画図

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）
永
代
使
用
権  

公
募
の
ご
案
内

期
日
ま
で
の
入
金
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
、
次
点
者
に
そ
の

権
利
が
移
り
ま
す
。

◆
使
用
許
可
を
受
け
て
か
ら
５
年
間
使
用
し
な
い
と
き
、
許
可
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
市
営
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
14
条
）。

※
大
野
崎
墓
地
（
洲
之
崎
）
永
代
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
随
時
公
募
し
て
い
ま
す
。
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西
之
表
市
の
台
所
事
情

西
之
表
市
の
台
所
事
情

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
財
政
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
９
／
２
８
３

　

西
之
表
市
で
は
、
5
月
1
日
付
け
で
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
3
月
31
日
ま
で
の
「
西
之
表
市
財
政
事
情
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
３
月
補
正
予
算
後
、

繰
越
明
許
費
を
含
む
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
億
８
５
３
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
47
億
６
１
６
１
万
円
、
国
県
支
出
金
が

37
億
２
６
５
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
67
・
５
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
13
億
８
６
３
９
万
円

で
11
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
に
よ
る
各

種
臨
時
給
付
金
や
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
社
会
保
障
費
に
伴
い
、
民
生

費
が
42
億
２
６
０
８
万
円
と
な
り
、
全
体
の
33
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
（
市
道
安
城
平
松
線
・
城
上
之
原
線
・
西
町
上
之
原
線
他
）

３
億
８
０
０
０
万
円
、
小
学
校
空
調
整
備
事
業
１
億
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
設
置
事
業
７
０
０
０
万
円
、
浦
田
シ
ー
サ
イ
ド
ハ
ウ
ス
修
繕
事

業
４
０
０
０
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
『
指
標
』
で
あ
る
財
政
力
指
数
・

経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
い
て
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
や
経
常
経
費
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の
視
点
を
基
本
と
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

１　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

歳入歳出総額　125 億 8,535 万円 3月補正予算後
【歳出】 【歳入】

地方交付税地方交付税
4,761,6064,761,606
37.8％37.8％

787,854
6.3％6.3％

国庫支出金国庫支出金
2,762,0642,762,064
22.0%22.0%

市税市税
1,386,3861,386,386
11.0%11.0%

県支出金県支出金
964,476964,476
7.7%7.7%

繰越金
446,233
3.6%

２　

令
和
３
年
度

　
　
　
　

市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
固
定
資

産
税
の
６
億
３
３
２
万
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
市
民
税
の

５
億
７
９
４
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

区　分 決算見込額
固 定 資 産 税 603,328
市 民 税 579,451
市 た ば こ 税 131,786
軽 自 動 車 税 78,700
都 市 計 画 税 22,005
合　計 1,415,270

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】

総務費 総務費 
2,266,188 2,266,188 
18.0%18.0%

民生費 民生費 
4,226,0784,226,078
33.6%33.6%

教育費 教育費 
988,834 988,834 
7.9%7.9%
衛生費 衛生費 
1,086,9041,086,904
8.6%8.6%

土木費 
901,631 
7.2%

公債費 公債費 
1,146,0711,146,071
9.1%9.1%

その他 その他 
1,173,1851,173,185
9.3%

11
%

.3%3%9.9.3%3%
農林水農林水
産業費 産業費 
796,455 

その他その他
1,476,7271,476,727
11.6%6.6.6.6%%

⑫市政の窓 2022.6 月号



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
）

　

地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。
３
年
度

は
３
月
補
正
予
算
後
の
予
算
額

で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済

額
の
こ
と
で
す
。
令
和
３
年
度

は
、
11
億
４
６
０
７
万
円
、
市

民
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は

７
万
９
７
０
４
円
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
末
の
地
方

債
（
借
入
金
）
残
高
見
込
額
は

94
億
５
３
４
５
万
円
に
な
る
予

定
で
す
。

81,897
79,524 79,704

76,255

74,000

70,000

64,000
R1 R2 R3 【年度】

【円】

H30

66,000
68,000

72,000

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

区分 市民 1人に
使われるお金

市民１人当たり
が納める税金

30年度 709,142 94,247
令和元年度 707,809 95,727
令和 2年度 864,597 95,047
令和 3年度 875,259 98,426

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金

と
納
め
る
税
金
は
、
当
該
年
度

の
地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金

は
、
昨
年
度
に
比
べ
約
１
万
円
の

増
（
約
１
・
２
％
増
）、
納
め
る

税
金
は
約
３
０
０
０
円
の
増
（
約

３
・
６
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※なお、令和 3年度は、３月補正予算後の予算
額に対しての積算見込みです。

【単位：千円、％】

区 分 令和 3年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 12,585,346 11,880,908 94.4 10,817,897 86.0

特別会計

国 民 健 康 保 険 2,300,641 2,271,575 98.7 2,157,282 93.8 
交 通 災害共済事業 1,881 1,603 85.2 717 38.1 
地 方 卸 売 市 場 521 477 91.6 234 44.9 
介 護 保 険 2,313,243 2,282,958 98.7 2,063,161 89.2
後期高齢者医療保険 250,793 249,768 99.6 241,697 96.4

計 4,867,079 4,806,381 98.8 4,463,091 91.7
合 計 17,452,425 16,687,289 95.6 15,280,988 87.6

※最終予算見込における予算額は、3月補正予算後です。
※歳入歳出の執行については、繰越明許費を含んでいます。

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
下

表
を
見
る
と
、
財
政
力
指
数
は
、
類
似
団
体
（
人

口
、
産
業
構
造
が
類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と
比

べ
差
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
自
主
財
源
の
割
合
が

高
く
、
１
・
０
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
団
体
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
示
す
指
標

で
、
一
般
的
に
財
政
の
余
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
類
似
団
体

の
平
均
値
と
比
べ
て
経
常
一
般
財
源
歳
入
等
の
増
を

受
け
、
良
化
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
類
似
団
体
の
平
均
値
と
比

べ
て
数
値
は
上
回
っ
て
お
り
、
近
年
行
っ
た
大
型
普

通
建
設
事
業
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
実
質
公
債

費
比
率
は
、
地
方
団
体
の
収
入
に
対
す
る
負
債
返
済

の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
18
％
以
上
だ
と
、
新
た
な

借
金
を
す
る
た
め
に
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と
な

り
、
25
％
以
上
だ
と
借
金
を
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
借
入
の
抑
制

と
こ
れ
ま
で
の
繰
上
返
済
に
よ
り
平
成
13
年
度
の
約

１
７
５
億
円
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
、
令
和
３
年

度
末
に
は
、
約
95
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高
は
、
平
成
19
年
度

に
借
入
金
を
繰
上
返
済
す
る
た
め
に
取
り
崩
し
た
影

響
も
あ
り
４
億
円
程
度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
度
末
に
は
、
約
33
億
円
程
度
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

今
後
も
な
お
一
層
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

区 分 29年度 30 年度 令和
元年度

令和
2年度 類似団体内平均値

①財政力指数 0.27 0.27 0.27 0.28 0.40
②経常収支比率（%） 91.1 93.5 92.0 89.2 92.5
③実質公債費比率（%） 9.2 9.4 9.8 10.0 9.2

【西之表市の財政状況指標】

78,000
76,000

82,000
80,000

※歳入歳出執行額は、令和 4年 4月 5日現在です。
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国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

№ 35

　

皆
さ
ん
、
ど
う
も
、
国
際
交
流
員
の

ラ
イ
ア
ン
で
す
。
お
元
気
で
す
か
？

　

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
話
で
す
が
、
私

は
父
の
日
に
つ
い
て
の
記
事
を
書
き
ま

し
た
。
今
年
の
父
の
日
は
６
月
19
日
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
偶
然
に
も
別

の
祝
日
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
去

年
可
決
し
た
法
案
が
バ
イ
デ
ン
大
統

領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
新
し
く
で

き
た
ば
か
り
の
祝
日
で
す
。
そ
れ
は
、

「Juneteenth (

ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン

ス)

」
で
す
。
今
回
は
、Juneteenth

の
由
来
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま

す
。

Ju
n
e
te
e
n
th

は
去
年
正
式
に
祝

日
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は

１
８
６
５
年
ま
で
遡
り
ま
す
。
ご
存
じ

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
昔
、
ア
メ
リ
カ
に
は
奴
隷
制
度
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
制
度
を

廃
止
す
る
か
存
続
す
る
か
が
一
つ
の

理
由
で
、
１
８
６
１
年
に
ア
メ
リ
カ

の
内
戦
、「
南
北
戦
争
」
が
勃
発
し

ま
し
た
。
翌
年
の
１
８
６
２
年
に
、

当
時
の
大
統
領
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・

リ
ン
カ
ー
ン
が
、
奴
隷
解
放
宣
言
を

発
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
戦
争
中
で
し

た
の
で
、
奴
隷
制
の
廃
止
を
反
対
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
南
部
は
、
宣
言

を
無
視
し
、
奴
隷
を
解
放
せ
よ
と
い

う
命
令
を
執
行
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
８
６
５
年
４
月
に
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
北
部
の
勝
利
で
戦
争
が
終

わ
り
、
南
部
の
奴
隷
で
あ
っ
た
黒
人

が
自
由
と
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
は

ず
で
し
た
が
、
南
部
に
あ
る
テ
キ
サ

ス
州
に
い
た
黒
人
は
、
戦
争
が
終

わ
っ
て
も
、
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
６
月
19
日
に
、

つ
い
に
伝
令
者
が
テ
キ
サ
ス
州
に
行

き
、
黒
人
た
ち
に
「
自
由
に
な
り
ま

し
た
よ
」
と
知
ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
経
緯
が
あ
り
、
毎
年
６

月
19
日
は
奴
隷
身
分
で
あ
っ
た
人
々

の
解
放
を
祝
う
日
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
で
き
た
祝
日

新
し
く
で
き
た
祝
日    「Juneteenth

（
ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス
）」

★西之表市国際交流員★
名前　Ryan　Zakes
（ライアン・ゼェイクス）
出身地　アメリカ合衆国
所属　市経済観光課

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係☎ 22‐1111内線 215

地域支援課
移住定住担当　篠

し の き ゆ う こ

木優子

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

　東京から移住してきました。自分は東京以外
知らないので、島での生活にワクワクしており
ます。いろいろなことを経験したいと思ってい
るので、見かけたらぜひお声がけください！

地域支援課
地域資源活用・地域人材育成担当　井

い せ り ゆ か り

芹由加利
　子どもがしおさい留学をきっかけに種子島の
ことが大好きになり、私自身も神戸から移住し
てきました。たくさんの自然に囲まれたこの島
で、楽しみながら仕事をしたいと思います。

経済観光課
ふるさと納税推進担当　井

い だ は る き

田悠貴
　種子島に来る前は、農家で働いていました。
ふるさと納税の活動を通じて、農家さんや市内
のさまざまな事業者さんとお会いできるのを楽
しみにしています。

◆地域おこし協力隊着任のご紹介◆

第一生命保険株式会社と
包括連携協定
　令和 4年 3月 31日、西之表市と第一生
命保険株式会社は包括連携協定を締結しま
した。
　地域社会の発展と市民サービスのさらな
る向上を推進するため、協働で課題解決に
取り組むための協定です。

◆連携事項
・共生協働の地域づくりに関すること
・地域人材育成に関すること
・西之表市の施策の推進に関すること
・行政情報の発信・広報に関すること
・その他市民サービス向上に関すること

⑭市政の窓 2022.6 月号



№ 233
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

ト
シ
ョ
フ
ェ
ス
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
23
日
（
土
）、市
立
図
書
館
で
「
ト

シ
ョ
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ト
シ
ョ
フ
ェ
ス
で
は
、
自
分
の
好
き
な

本
を
紹
介
し
合
う
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

を
行
い
、
次
に
、
実
際
に
手
製
の
本
を
作

る
「
手
製
本
講
座
」
と
、
県
立
図
書
館
の

先
生
を
講
師
に
招
い
て
「
読
み
聞
か
せ
講

座
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、ム
ジ
ー
ク
・

ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
音
楽
と
落
語
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
と
の
共
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
布

や
厚
紙
な
ど
、
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
が
ど
ん

ど
ん
一
つ
の
本
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し

か
っ
た
」、「
読
み
聞
か
せ
講
座
で
久
し
ぶ

り
に
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
を
し
て
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２

土
曜
日
に
親
子
読
書
会
、
第
３
土
曜
日
に

図
書
館
講
座
を
開
催
し
、
読
み
き
か
せ
や

各
校
区
の
校
区
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲ ビブリオバトル▲ ビブリオバトル▲ 読み聞かせ講座▲ 読み聞かせ講座▲ ミニコンサート▲ ミニコンサート
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

水
の
事
故
や
花
火
に
よ
る
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

水
の
事
故
や
花
火
に
よ
る
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

【
事
例
】

　

自
宅
で
兄
弟
３
人
で
花
火
を
し
て
い
た
。
手
持
ち
花
火
が
終
わ
っ
て
下

に
落
ち
て
い
た
も
の
を
触
っ
て
し
ま
い
、右
手
を
や
け
ど
し
た
。（
当
事
者
：

１
歳
）

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

・
夏
の
花
火
は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
例
年
、
子
ど
も
の
や
け
ど
の
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

・
花
火
は
、
火
や
火
薬
を
使
い
ま
す
。
花
火
を
す
る
際
は
、
子
ど
も
だ
け

で
遊
ば
せ
ず
、
必
ず
保
護
者
な
ど
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
行
動
を
よ
く
見
て
、
花
火
を
振
り
回
し
た
り
、
人
に
向
け
た

り
す
る
な
ど
の
危
険
な
行
為
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】

【
事
例
】

　

子
ど
も
が
動
物
型
フ
ロ
ー
ト
に
乗
っ
て
遊
泳
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
徐
々

　

子
ど
も
が
動
物
型
フ
ロ
ー
ト
に
乗
っ
て
遊
泳
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
徐
々

に
沖
に
流
さ
れ
て
戻
れ
な
く
な
っ
た
。（
当
事
者
：
８
歳
）

に
沖
に
流
さ
れ
て
戻
れ
な
く
な
っ
た
。（
当
事
者
：
８
歳
）

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

・
海
水
浴
で
は
、
フ
ロ
ー
ト
が
人
気
で
す
が
、
使
う
と
き
に
は
注
意
が
必

・
海
水
浴
で
は
、
フ
ロ
ー
ト
が
人
気
で
す
が
、
使
う
と
き
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

要
で
す
。

・
海
で
遊
ぶ
と
き
は
、
必
ず
保
護
者
な
ど
大
人
が
付
き
添
い
、
子
ど
も
か

・
海
で
遊
ぶ
と
き
は
、
必
ず
保
護
者
な
ど
大
人
が
付
き
添
い
、
子
ど
も
か

ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

海
水
浴
の
フ
ロ
ー
ト
（
水
上
で
使
用
す
る
ビ
ニ
ー
ル
製
乗
り
物
）

海
水
浴
の
フ
ロ
ー
ト
（
水
上
で
使
用
す
る
ビ
ニ
ー
ル
製
乗
り
物
）

で
沖
に
流
さ
れ
る
事
故

で
沖
に
流
さ
れ
る
事
故

花
火
に
よ
る
事
故

花
火
に
よ
る
事
故

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

眼
の
障
害
に
よ
り
、
障
害
年
金
２
級
、
３
級

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令
和
４
年
１
月
１

日
か
ら
認
定
基
準
の
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
等
級
が
上
が
り
、
年
金
額
が
増
額
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

等
級
の
変
更
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

１
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
等
級
が
変
更
に
な
り
、

年
金
額
が
増
額
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
認
定
基
準
を
ご
覧
に
な
り
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
た
方
は
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

眼
の
障
害
に
よ
り
年
金
受
給
を
さ
れ
て
い
る
方
へ 

確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

障
害
年
金
増
額
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

障
害
年
金
増
額
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

対
象
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

対
象
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

　

障
害
年
金
額
が
増
額
改
定
さ
れ
る
場
合
、
請

求
さ
れ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
障
害
年
金
額
が
増

額
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
額
改
定
請
求
の
お
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

額
改
定
請
求
の
対
象
と
な
る
方

額
改
定
請
求
の
対
象
と
な
る
方

　

眼
の
障
害
で
２
級
ま
た
は
３
級
の
障
害
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
下
記
の
「
改

正
後
の
認
定
基
準
」
を
適
用
し
た
結
果
、
現
在

の
障
害
等
級
よ
り
も
等
級
が
上
が
る
方
は
、
障

害
年
金
を
増
額
さ
せ
る
た
め
の
「
額
改
定
請
求
」

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

障害等級 障害の状態

１級 視力の良い方の眼の視力が 0.03 以下の方
視力の良い方の眼の視力が 0.04 かつ他方の眼の視力が手動弁以下の方

２級 視力の良い方の眼の視力が 0.07 以下の方
視力の良い方の眼の視力が 0.08 かつ他方の眼の視力が手動弁以下の方

　改正後の視力障害の認定基準

　改正後の自動視野計に基づく視野障害の認定基準
障害等級 障害の状態
１級 両眼開放視認点数が 70 点以下かつ両眼中心視野視認点数が 20 点以下の方
２級 両眼開放視認点数が 70 点以下かつ両眼中心視野視認点数が 40 点以下の方

　改正後の自動視野計に基づく視野障害の認定基準
障害等級 障害の状態

１級 両眼の 1/4 視標による周辺視野角度の和がそれぞれ 80 度以下かつ 1/2 視標によ
る両眼中心視野角度が 28 度以下の方

２級 両眼の 1/4 視標による周辺視野角度の和がそれぞれ 80 度以下かつ 1/2 視標によ
る両眼中心視野角度が 56 度以下の方

⑯市政の窓 2022.6 月号
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７
月
31
日
（
日
）
に
、「
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
」
を

開
催
予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

２
０
２
０
、２
０
２
１
年
度
は
開
催

せ
ず
、
２
０
１
９
年
５
月
以
来
約
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
見
学
で

き
な
い
施
設
・
設
備
を
見
学
で
き
る

特
別
な
ツ
ア
ー
や
職
員
講
演
、
水
ロ

ケ
ッ
ト
打
上
げ
体
験
な
ど
、
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
事

前
予
約
制
・
人
数
制
限
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
状
況

次
第
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

に
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月
31
日
（
日
）
開
催
予
定
！

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

（
本
文
の
内
容
は
４
月
28
日
現
在
） 高層気球を用いた

気象観測の様子

打
上
げ
の
舞
台
裏

　
　
　
『
気
象
の
観
測
』

　

安
全
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る

た
め
、
気
象
の
観
測
・
予
測
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
気
象
の
観
測
は
、

打
上
げ
の
４
日
前
か
ら
24
時
間
体
制

で
行
わ
れ
、
打
上
げ
当
日
に
は
航
空

機
や
高
層
気
球
、
気
象
レ
ー
ダ
な
ど

も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
打
上
げ
へ
の
影

響
が
大
き
く
観
測
が
難
し
い
氷
結
層

に
つ
い
て
も
、
精
度
よ
く
評
価
す
る

手
法
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ロ
ケ
ッ
ト
の
整
備
作
業
や

打
上
げ
の
確
実
な
実
施
、
さ
ら
に
Ｈ

３
や
イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
に
お
け
る
高
頻

度
打
上
げ
を
見
据
え
、
最
新
か
つ
的

確
な
気
象
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
追
究
・
深
化
の
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

飲み込む力（嚥下機能）を鍛える体操

■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　口腔ケアでお口の健康度を高めておくと、誤嚥
性肺炎や口腔疾患の予防につながるだけでなく、
ＱＯＬ（生活の質）を高めることができます。

今日からはじめる「健口生活」
　高齢者の方にとって、肺炎は死亡につながりか
ねない病気です。
　誤嚥性肺炎は、高齢のため飲み込む能力が衰え
たところ（嚥下障害）に、お口の中の汚れ、むし
歯や歯周病の放置により繁殖した細菌が、飲食物
とともに肺や気管支に入って発症します。

　食道のまわりの筋肉を強化して、食べ物を食道
に入りやすくしましょう。
　お口を最大限に開き 10秒間保持した後、10秒
間休憩します。これを 5回で 1セットとして 1日
2セット（朝・夕）行ってください。

　水や食物が飲めなくなるなど、いつも肺の方へ行っ
てしまう（誤

ごえん

嚥）ようになることを「嚥下障害」と
いいます。嚥下障害になると、栄養が吸収されない
ため栄養失調を起こしたり、肺炎（誤嚥性肺炎）な
どの呼吸器の病気にかかりやすくなったりします。
【こんな症状がみられます】
□食べるとむせる　　　　　　□食後に咳が出る
□水を飲んだあと声がかれる　□胸につかえる
□食事中に疲れやすい

不健康・不衛生なお口は、重大な病気を引き
起こします。

嚥
えんげしょうがい

下障害

誤
ごえんせいはいえん

嚥性肺炎

※お口を開くときは、無理せずに痛
みがでない程度にしてください。ま
た、顎関節症や顎関節脱臼のある方
は無理をしないでください。

⑰ 市政の窓2022.6 月号



　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

𠮷
田　

拓
郎　
　
　

中
西

　
　

＆

竹
田　

沙
穂
理　
　

峯

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

日
髙　

凪な

の

は
乃
華

女

翔
吾

莉
菜

上
之
原
町

有
村　

蒼そ
う
た大

男

雄
一

博
美

野
首

池
浦　

釈し
ゃ
か華

女

卓

千
春

榕
城
中
目

濵
元　

紬ゆ
づ朱

女

庄
太

唯

城

佐
藤　

古こ
と乙

女

健
郎

奈
緒

上
之
原
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

興　

ナ
ツ
エ

94

小
牧

中
河　

國
男

83

浦
田

日
髙　

睦
男

88

榕
城
中
目

牧
内　

や
す
え

69

浅
川

畠
久
保　

ソ
メ
子

91

寺
之
門

下
園　

實

89

庄
司
浦

長
田　

𠮷
一

85

庄
司
浦

鮫
嶋　

光
一

72

立
山

木
村　

勝

75

松
畠

山　
　

純
子

88

桜
園

戸
川　

浩
也　
　
　

野
木
平

　
　

＆

髙
井　

真
美
子　
　

東
京
都

有
馬　

祐
樹　
　
　

上
之
原
町

　
　

＆

久
木
田　

祥
子　
　

鹿
児
島
市

堆
肥
を
も
ら
い
受
け
ま
し
た

　

５
月
９
日
（
月
）、
有
限
会
社
サ
カ
モ
ト

（
坂
元
牧
場
）
様
か
ら
、
市
内
各
学
校
へ
堆

肥
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
堆
肥
は
、
非
常
に
良
質
で
、

技
師
（
用
務
員
）
の
間
で
も
大
変
好
評
で

し
た
。
今
後
、
学

校
環
境
の
美
化

に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

㈲
サ
カ
モ
ト

様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

甲
女
川 

青
空
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

　

４
月
27
日
（
水
）、
甲
女
川
に
色
と
り
ど

り
の
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
民
の
方
か
ら
３
件
の
こ

い
の
ぼ
り
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
い
の

ぼ
り
の
寄
付
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）（
故
人
名
）

能
野　

惣
市

上
能
野
能
野　

テ
ル
ヨ

小
栁　

洋
子

塰
泊

佐
山　

キ
ミ
子

木
村　

次
江

久
保
田
下
江　

望

榎
元　

和
恵

峯

榎
元　

助
義

平
野　

徳
男

形
之
山
平
野　

れ
い
子

上
妻　

惠

深
川

上
妻　

ア
ツ
子

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
３
月
受
付
分
）

中
里　

智
子

納
曽

川
﨑　

ク
ミ

長
野　

ミ
テ
子
庄
司
浦
長
野　

輝
男

池
島　

タ
チ
子
池
田

池
島　

時
男

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
６
月
19
日
（
日
）
〜
６
月

25
日
（
土
）
を
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
強
制
的

に
隔
離
さ
れ
、
ご
本
人
や
家
族
が
偏
見

や
差
別
を
受
け
、
多
く
の
か
け
が
え
の

な
い
人
生
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
病
気
が

治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰
れ
ず
、
今
も

な
お
多
く
の
方
が
療
養
所
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
方
や

家
族
が
、
平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部
健
康

　

増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
対
策
窓
口

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
２
０

戸籍の窓

⑱市政の窓 2022.6 月号
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青果状況【4月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 795 156 3,002 234
葉茎菜
　　類 2,297 252 3,507 331

果菜類 123 34 2,057 434
その他 4,790 1,403 922 171
小 計 8,005 1,845 9,488 1,170

果
物
類

かん
きつ類 0 0 1,139 78

果瓜類 0 0 146 36
その他 988 1,002 1,235 292
小 計 988 1,002 2,520 406

鳥卵・　　
加 工 品 等 199 72 760 242

花　類 26,212
本 630 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
22トン

9トン
（41％）

13トン
（59％）

取引額
537万円

355万円
（66％）

182万円
（34％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《6月の休み》
1日・5日・8日・12日・15日・19日・
22日・26日・29日

■問い合わせ先
　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

車
窓
か
ら
映
ゆ
る
青
葉
と
薫
る
風
自
然
の
パ
ワ
ー
が
皆
ん
な
を
守
る

攻
撃
で
避
難
を
強
い
ら
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
死
に
た
く
な
い
と
脅
え
る
子
供
達

久
び
さ
に
快
晴
な
り
て
晴
れ
マ
ー
ク
晴
雨
表
に
赤
く
太
ぶ
と
と
塗
る

村
興
し
に
古
田
自
慢
の
か
る
か
ん
を
作
り
続
け
る
夫
に
脱
帽

う
ぐ
い
す
は
よ
う
や
く
上
手
に
鳴
き
は
じ
め
ツ
ツ
ジ
も
咲
き
て
春
盛
り
な
り

豆
ご
飯
よ
そ
う
母
の
茶
碗
に
は
麦
飯
豆
無
し
子
に
米
と
豆

風
奪
い
揺
れ
る
若
葉
の
心
地
良
さ
根
元
に
花
び
ら
名
残
り
の
こ
し
て

日
の
光
輝
か
せ
て
は
落
ち
て
ゆ
く
竿
に
む
す
び
し
雨
後
の
水
玉

ボ
ー
ル
打
つ
ゲ
ー
ト
目
が
け
て
こ
の
一
打
後
に
続
け
と
喜
ぶ
仲
間

と
り
ど
り
の
緑
の
中
に
桜
咲
き
種
子
島
の
山
明
る
く
光
る

玉
苗
を
植
え
る
準
備
も
と
と
の
い
て
島
は
呼い

き吸
す
る
音
で
満
た
さ
る

命
日
の
母
の
齢よ

わ
いに
近
づ
く
に
た
ち
ふ
る
ま
い
は
瓜
二
つ
と
か

山
藤
は
う
す
紫
に
な
だ
れ
つ
つ
春
風
に
吹
か
れ
散
り
ゆ
き
に
け
り

青
き
魚
食
べ
れ
ば
命
伸
び
る
と
う
伸
び
て
も
不
安
こ
の
世
の
先
は

春
深
し
白
梅
匂
ふ
卯
月
か
な

春
過
ぎ
て
野
の
花
の
香
の
風
の
吹
く

村
之
町
・
岩
崎　

真
一

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

横
山
・
中
目　

健
一
郎

横
山
・
西
岡　

ミ
チ
子

西
町
・
濱
田　

千
代

中
西
・
宮
村　

ノ
シ
子

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

蓮

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
り
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,576 3,970 7,546 3,931
上西 230 248 478 275
下西 1,002 1,089 2,091 1,143
国上 523 568 1,091 609
伊関 190 188 378 219
安納 216 221 437 236
現和 492 519 1,011 584
安城 134 124 258 142
立山 40 34 74 44
中割 41 40 81 56
古田 202 225 427 232
住吉 317 381 698 390

［校区別］

［人口］
全体 14,570 人（＋ 191）
男性 6,963 人（＋ 92）
女性 7,607 人（＋ 99）
［世帯数］
7,861 世帯（＋127）
（　）内の数字は前月比

4月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　3件
うち建物　1件
［救　急］
出動件数　44件
うち急病　31件

4月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

5月 10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

【仕事内容】
①⇒レジ接客・品出し・売場作り・発注等
②⇒弁当製造

ファミリーマート西之表西町店
オープニングスタッフ募集

ファミリーマート種子島駐在所
080-1789-6299　担当：迫田
※平日9：00～17：00まで受付可。

問い合わせ

①レジスタッフ 【時給825円　※22時以降1,032円】
   A：8時～13時　B:13時～17時　C：17時～21時
   D：21時～0時　E：0時～翌8時
②厨房スタッフ
   A：5時～8時　B：8時～13時　C:13時～18時
※勤務時間は相談に応じます。

⑲ 市政の窓2022.6 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
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-w
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@
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ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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日昇製糖工場
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